
１．はじめに
　新語形成プロセスに関する研究は，語形成
論において多くの研究者によって研究されて
いる。例えば，以下のようなものが挙げられ
る。

 （1）　ポケ（ット）＋モン（スター）＝ポケモン

「ポケモン」という新語は，「ポケット」と「モ
ンスター」という単語を結び付けて「ポケッ
トモンスター」という複合語を形成し，それ
ぞれの語頭2モーラ以外を省略するというプ
ロセスを経ている。この場合，「ポケモン」
は複合語短縮という語形成プロセスを経てい
るといえる。このように，従来の語形成プロ
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（要旨）
　本稿の目的は，新語が形成される際に，どのような手順を踏んで，どのように決定しているのかと
いった問題を解明することにある。本稿では，「新語が形成される場として「熟議」空間が存在し，
その中で複数の参加者の熟議を通して新語が作り出されていく」というように新語形成プロセスを設
定した。そして，参加者の言語行動を観察することによって，新語形成のダイナミズムを観察できる
ようになると考えた。その結果，次のような新たな知見が明らかになった。
　　① 「表態」と「新語形成フェーズ」という談話単位を新たに設定することによって，新語形成談

話の展開を把握した。
　　② 新語形成フェーズは，「認知」「枠組み」「提案」「審議」「脱線」の5つに分類することができ，

これらを行き来して新語の形成・決定を行っている。
　　③ 新語形成談話は認知から始まり，その後枠組みへと繋がる。このプロセスを経て提案へと繋が

る。
　　④ 認知は新語の経験に関わる言語行動と，枠組みは新語の語形や語種，読みに関わる言語行動と，

提案は既出の情報を総括する言語行動と，審議は新語の是非を問う言語行動との結びつきがそ
れぞれ強い。

　　⑤ 「新語を形成するまでの過程に関する議論」と「形成された新語に関する議論」の切り替わり
の際，沈黙などの停滞の言語行動がきっかけとして現れる。
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セスといえば，形成方法の類型化など，語の
形式的な問題を扱うのが主であった。
　ここで，新語の定義を確認してみる。『言
語学大辞典　第6巻　術語編』（1996:745）に
は，「従来存在しなかった事物や概念を表わ
すために新しく単語や表現が作られること，
またそのようにしてできた単語や表現をい
う．（中略）一般に，社会的変動が大きけれ
ば大きいほど語彙の変動も大きく，新語形成
とそれに伴う廃語化が起こりやすい．」とあ
る。このように，社会と密接な関わりを持つ
新語を研究対象として扱うのであれば、単語
だけを形式的に観察するのではなく，言語社
会の中にいる人間がどのように新語を形成し
ていくのか。そこには，どのような言語行動
や思考プロセスがみられるのか。こういった
問題も扱うべきだろう。
　本稿の目的は，新語形成に関わる人間（参
加者）が，どのような言語行動を取りながら，
どのようなプロセスを辿って，新語形成を実
行していくのか，という問題を解明すること
にある。語に焦点を当てるのではなく，それ
を作る人間に焦点を当てていると言ってもい
いだろう。この方法をとることで，新語が言
語社会に生み出されるまでの形成プロセスだ
けでなく，どのような新語が捨てられ，どの
ような新語が選ばれるのか。また，これまで
表出されなかった形成パターンを観察するこ
とも可能ではないかと考えている。
　言語行動も問題として扱うのは，音声言語
だけを見たのでは新語形成の問題を扱いきれ
ないだろうという点と，新語形成における言
語行動というものが存在するのではないかと
いう点を考慮したためである。

２．先行研究
　本節では，形態論及び社会言語学の立場か

らの新語に関する先行研究を挙げた上で，本
稿での考え方を示す。

2.1.�従来の語形成研究
　影山・斎藤（2013）は，和語や漢語，外来
語などの語種それぞれの語形成上の具体的な
事例を述べている。和語の特徴として，動詞
をつくる接尾辞が多いこと，動詞の連用形を
名詞に転成すること，反復語によく使われる
ことを挙げている。漢語の特徴としては，二
字漢語が基本であること，「人殺し→殺人」
のように，動作や出来事を表す動詞的名詞は
和語と順序が逆になることを挙げている。外
来語の特徴としては，複合語短縮に使われる
ことが多いことを挙げている。
　また，新語の造語法については，米川（1989）
や窪薗（2002）らによって類型化されている。
米川（1989）では，借用法，合成法，派生法，
類推法，省略法，もじりに分類している。こ
れらに加え窪薗（2002）では，混成語，逆形
成，異分析，固有名詞から普通名詞，普通名詞・
句表現から固有名詞，固有名詞から別の固有
名詞，音の入れ替え各々の観点によってその
種類は異なるが，借用（外国語や方言、古語
を使用する）／複合／省略（頭文字化も含む）
／音声的な面（オノマトペや音の転化，音調
なども含む）といった問題は，ほとんど共通
したものといってもよいだろう。

2.2.�新語・流行語に関する研究
　鑓水（2013）では，大字単位での若者語の
言語地図を作成し，若者語の地域差と普及過
程について論じた。言語地図の作成によっ
て，使用地域が限定された若者語の存在を認
めた。さらに，「各地域の大都市の中心部で
早く普及し、周辺部には遅く伝わる」（p.41）
ことを明らかにし，「全国各地に中心部から
各種メディアを経由して直接伝播するのでは
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なく、いったん近隣の中核都市に伝播してか
ら、その周辺部に広がる」（p.141）と分析した。
また，若者語使用の地域差は，こういった伝
播モデルの初期段階にあたるとしている。
　地域差だけでなく，属性差についても言及
した。女性の使用率が低い「ワンチャン」と
いう若者語は，地理的分布では地域差が見ら
れないものの，男女別にした地図（首都圏）
を作成することで，女性だけ東京都中心に集
中していると分析した。このことから，「属
性ごとに分類して地理的分布をみると地域差
があらわれ」（p.148），前述のような普及過
程を観察できるとした。
　米川（1989）では，流行語の消滅について
論じた。米川は，「寿命はおよそ五～十年で
あろう。しかし中には「ハイカラ」のように
もう流行語ではないにしても，今も生きつ
づけて九十年になる語もあれば、「ダァ」の
ように昭和初期から二十年間使われた語もあ
る」（p.224）と述べている。また，新語の定
着についても述べており，「外国語からの借
用語は定着、一般化が遅い」（p.226）と述べ
ている。

３．本稿の立場
　本稿における研究は，従来の研究とはアプ
ローチの仕方が異なる。これまでは，言語社
会に生み出された新語をデータとして収集
し，その構造から形成パターンを類推すると
いう方法だった。それに対し本稿では，熟議
という言語実験方法を用いて新語を生み出す
プロセスを観察するという，これまでとは逆
のアプローチをとっている。熟議とは，一つ
の課題に対して複数人が協力して話し合い，
全員が納得する解決策を決定するという議論
の型のことをいう。本稿において，提示され
た新語が既に存在していても参加者たちが知

らなかった場合，新語としている。
　新語が形成されるプロセスやそれを観察す
る方法には多様なものがあると考えられる
が，本稿では，新語形成プロセスを「新語が
形成される場として「熟議」空間が存在し，
その中で複数の参与者の熟議を通して新語が
作り出されていく」ものと設定する。そして，
参加者の言語行動を観察することによって，
新語形成のダイナミズムを観察できるように
なると考える。
　語に焦点を当てるのではなく，それを作る
人間，即ち熟議の参加者の言語行動を観察す
ることになる。従って，発話だけでなく，頷
きや笑いなどの言語行動も対象としている。
そのため，それらも含めた談話単位として，
新たに「表態」を設定し，「主体者の認識や
意思が表出されている音声言語と行動の一ま
とまりのこと。他の人物の音声言語や行動が
新たに現れることで区切られる。」と定義す
る。
　以上のような方法をとることで，新語が生
み出されるまでの形成プロセスだけでなく，
どのような新語が捨てられ，どのような新語
が選ばれるのか，また，これまで表出されな
かった形成パターンも観察することが可能に
なるのではないかと考えている。
　本稿における新語形成プロセスとは，「新
語を形成し決定するまでの手順」のことを指
し，従来の語形成プロセスとは区別する。

４．言語実験方法
　方法は，実験者（筆者）が想定したテーマ
に相応しい新語を，グループでの熟議を通し
て作るというものである。実験の時間は30分
間で，その間に新語が決まらない場合は延長
して，決まるまで話し合いを行った。テーマ
は以下の通りである。
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　テーマＡ： 前から歩いてくる人にぶつかり
そうになって，左右に避けたら
またぶつかりそうになる現象

　テーマＢ： 部屋の隅や路地裏などを，誰も
いないのについ見てしまう現象

　日常生活で多くの人が経験したことがあ
り，なおかつそれを表す一般的な言葉が存在
しない行動をテーマにしている。参加者とグ
ループは以下の通りである。

　グループ1： A（22歳・女性），B（21歳・女性），
C（21歳・男性），D（21歳・女性）

　グループ2： A（21歳・男性），B（21歳・女性），
C（21歳・男性），D（21歳・男性）

　グループ3： A（18歳・女性），B（18歳・女性），
C（18歳・女性），D（18歳・女性）

参加者の出身地について，グループ1は，A・B・
Cが山口，Dが長崎である。グループ2は，A
が埼玉，B・C・Dが広島である。グループ3は，
Aが熊本，Bが山口，Cが静岡，Dが岡山であ
る。１

　【表1】のように，収集した言語データでは，
参加者はそれぞれA，B，C，Dのアルファベッ

トで表記している。実験者（筆者）はKで表
している（結果に余計な操作が加わらない
よう実験そのものには参加していない）。ま
た，言語データの直前の発話番号は，例えば

「02003C」の場合，「02」が実験番号，「0003」
が発話番号，「C」が発話者記号とそれぞれ
なっている。また，太字で示している語は，
形成された新語である。
　また，左から「新語形成フェーズ（後述）」「表
態（後述）」「言語行動」「中心となっている
新語」の4つの項目に分けている。「中心となっ
ている新語」とは，話題の中心となっている
新語のことを指す。また，「新語形成フェーズ」
が表れている部分，新語形成に関わる言語行
動と思われる部分，提示された新語が話題と
なっている部分については，【表1】のように
網掛けで表している。

５．分析
5.1.�新語形成談話の構成要素
　本節では，新語形成談話の構成要素である
表態，言語行動，新語形成フェーズについて
述べる。

【表1】分析表の各項目
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5.1.1.�表態
　本稿では，談話の流れを把握するために，
表態という単位を設けている。談話における
最小の単位として，発話が挙げられる。しか
し本稿では，発話（音声言語）だけでなく，
新語形成に関わると考えられる言語行動（笑
いや頷きなど）も一つの単位として捉える。
我々は，動きや表情などでも意思表明を行い，
また相手の意思をある程度汲み取ることがで
きる。コミュニケーションにおいて，これら
は，言葉と同等の役割を担っていると考えら
れる。そのため，発話という単位では不十分
とし，「表態」という談話単位を新たに設定
した。その定義は、「主体者の認識や意思が
表出されている音声言語と行動の一まとまり
のこと。他の人物の音声言語や行動が新たに
現れることで区切られる。」とする。
　本稿では新語形成という限定的な談話であ
るため，新語に対する反応や，新語を形成し
ようと思索している状態と判断できる表情や
動きは，たとえそれのみで行われていても一
つの独立した単位とする。また，参加者の意
思が反映されたものが表態と定義したが，【表
1】の言語行動の項目に空白がある。意思が
表出されている以上，何らかの言語行動が行
われていると考えられるが，本稿では「新語
の形成と賛否に直接的に関わると見られる言
語行動」に限定している。

5.1.2.�言語行動
　本節では，言語行動の側面から表態を分析
する。ここでは，言語行動を「表態に表れた
当事者の新語形成上の言語運用や意思表明」
と定義する（cf. ネウストプニー（2003））。つ
まり，単なるコミュニケーションを円滑に進
めるための発言や行動は除き（身振り手振り
や発言そのものも言語行動として捉えられる
が，本稿ではこれらを含めない），あくまで

新語形成に直接的に関わると判断したものを
選定している。また，先述の通り，従来言わ
れてきた造語法のパターン（例えば，複合，
省略など）も言語行動として捉える。
　以下，いくつかの表態を挙げていく。まず，
次のような表態を見られたい。

 （2）　020057A： ササッ。
　　　020058D： ササッ。
　　　020059A： サッ。
　　　020060C： サッサッサッ。

これらは，テーマAの熟議である。これは冒
頭の部分であるが，まずAが「ササッ」とい
うオノマトペを発話している。それに誘発さ
れて，D，Cもオノマトペを続けて発話して
いる。この部分は，参加者が「オノマトペ化」
という言語行動を取っていると言える。この
直後の020061Aでは，オノマトペは発話され
ていないため，（1）に示した各表態で1つの
言語行動となっていると言える。
　次に，（3）を見られたい。

 （3）　020123C： 自分さっきからさ、
　　　020124A： うん。
　　　020125C：  思いやりーとすれ違いーが

（歌う。）
　　　020126ABCD：（笑う。）
　　　020127C：  すげぇもう、ずっと出てく

るんやけど。交差する地点
でー。（歌う。）

　　　020128D： 思いやりーと。（歌う。）

これらは，テーマAでの熟議である。ここで
は，初めにCが全体に向けて発言した後，曲
を歌っている。そして，Dもつられて歌って
いる。この部分は，曲の歌詞と熟議のテーマ
がリンクしている表態が集まっている。その
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ため，ここは「引用」の言語行動を取ってい
ると言える。
　次に，（4）を見られたい。

 （4） 060794B：  （後頭部付近に両手を近づ
けて腕を伸び縮みさせるよ
うな動き。）モーンモーン
モーンってことやろ？

　　　060795A：  そう。（後頭部付近に両手
を近づけて腕を伸び縮みさ
せるような動き。）モーン
モーンモーンモーン。

　　　060796B：  （後頭部付近に両手を近づ
けて腕を伸び縮みさせるよ
うな動き。）モーンモーン
モーンモーン。

　　　060797C：  なんか発してない？それ。
（笑う。）

　　　060798B： ピピピピ。
　　　060799A： ピピ！
　　　060800B： そう！（笑う。）
　　　060801A：  （後頭部付近に両手を近づ

けて手のひらを開いたり閉
じたりする動き。）ピピッ、
ピピッ、ピピッ、ピピピピ
ピピピピピピピ、ピー（両
手を開いてDに向ける）。

　　　060802B： そうそれ！

これらは，テーマBでの熟議である。ここで
は，まずAとBが体を使ってレーダーを表現
している。これは，「誰もいないのにいる気
配がする」というテーマの要素に基づいてい
る。その後もAのレーダーでの例え方が相応
しいか二人で確認している。そのため，これ
らは「比喩」の言語行動を取っているといえ
る。
　次に，（5）を見られたい。

 （5）　020388D：  ミラー…うーん。（笑いな
がら首を傾げる。）

これらは，テーマAでの熟議である。ここで
は，これ以前に出た「鏡」というキーワード
を英語，つまり母語以外の言語に変換して新
語を形成しようとしている。そのため，これ
は「非母語化」の言語行動を取っていると言
える。
　次に，（6）を見られたい。

 （6） 050450D：  あ、無意識に考えとったの
か。

　　　050451C： うん。
　　　050452D： 常に。
　　　050453C：  なんか、どっかで考えるん

じゃないかな？考えて･･･
無意識の人･･･無意識･･･。

　　　050454ABCD：（4秒沈黙。）
　　　050455A： 無意識の想像。

これらは，テーマBでの熟議である。まず，
Dが「無意識に考え」ているためテーマのよ
うなことが起こると述べる。それに対してC
が「どっかで考えるんじゃないか」と賛同
する。それらの情報をまとめてAが「無意識
の想像」という新語を形成した。そのため，
050455Aは「概括」の言語行動を取っている
と言える。
　次に，（7）を見られたい。

 （7） 030360D：  それはなんか、上手く言い
表せれんかね？

　　　030361A： うーん、なんだろ？
　　　030362ABCD：（5秒沈黙。）
　　　030363A： バシッと決めたいね。
　　　030364D： お前もか現象。
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これらは，テーマAでの熟議である。ここで
は，Dが「上手く言い表」したいと述べ，A
も「バシッと決めたい」という意思を述べて
いる。それらに基づいて，Dが「お前もか現象」
という新語を形成している。これは，テーマ
に内包されている「両歩行者が同じ向きに避
ける」という要素から作られており，誰かに
語りかけるような，口語的表現を利用してい
る。そのため，030364Dは「セリフ化」の言
語行動を取っているといえる。
る。
　次に，（8）を見られたい。

 （8） 030658A： 例えばさ、いいじゃ、例え
ばさ、決まったわけじゃな
いけどこういう現象をお前
もか現象と言います。しか
し、これは日本人に多くに、
なんか見られる現象から別
名大和魂。

　　　030659ABCD：（笑う。）
　　　030660C：  お前もか現象括弧大和魂

［表記するとお前もか現象
（大和魂）］って書いて（笑
う。）

これらは，テーマAでの熟議である。030658 
Aと030660Cは，これ以前に形成した「お前
もか現象」と「大和魂」という新語が，同義
の意味を持った新語だとみなしている。その
ため，これらは「同一化」の言語行動を取っ
ているといえる。
　次に，（9）を見られたい。

 （9） 040562BC：  前から歩いてくる人にぶ
つかりそうになって左右
に避けたらまたぶつかり

そうになる現象。
　　　040563C：略す？
　　　040564ABD：（笑う。）
　　　040565B：  アルファベット、アルファ

ベットみたいな？
　　　040566C：  （ホワイトボードを指して）

あそこ、あそこ縦に読んで
前
まえ

そま現象。

これらは，テーマAでの熟議である。まず，
Cがテーマの文を省略しようと提案し，Bが
頭文字を抽出するのか訊いている。それに基
づいて，Cがテーマの文から頭文字を抽出（ホ
ワイトボードには3行使って，「前から歩いて
くる人にぶつかり／そうになって左右に避け
たら／またぶつかりそうになる現象」とした
ため，各行の頭文字を抽出）し，「前そま現象」
という新語を形成した。そのため，040563C
～040566Cは「省略」の言語行動を取ってい
るといえる。
　次に，（10）を見られたい。

 （10） 040588B： 前（まえ）そま。（笑う。）
かわいいやん。ぜんそまで
もよくない？

　　　040589C： あ、ぜんそま。
　　　040590B：  ぜんそま。でも、まえの方

が言いやすいよね。
　　　040591C： まえそまの方がいいかな。

これらは，テーマAでの熟議である。ここで
は，以前に形成された「前そま現象」の「前」
という漢字を訓読みの「まえ」から音読みの

「ぜん」に転換しするかどうか話し合ってい
る。そのため，これらは「音声転換」の言語
行動を取っているといえる。
　次に，（11）を見られたい。
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 （11）070744C： 空
そ ら

目だよねもう。
　　　070745B： 空目？
　　　070746D： 空目。
　　　070747A：空目？
　　　070748B： 空目現象？
　　　070749C： そらまめ。

これらは，テーマBでの熟議である。070744 
Cで「空目」という新語を形成し，070748B
までは「空目」という語の確認を取ってい
る。そして，070749Cでは「空目（そらめ）」
に類似した音を持つ「そらまめ」という単語
を提示した。そのため，070749Cは「掛詞化」
の言語行動を取っているといえる。
　次に，（12）を見られたい。

 （12）041245A： ごめんね現象。
　　　041246B： うーん。
　　　041247C：  ごめんなさいね現象の方が

ちょっと嫌味があって面白
い。

これらは，テーマAでの熟議である。041245 
Aで「ごめんね現象」という新語を形成し
ている。この新語の「ごめん」という語を
抽出し発展させ，041247Cで「ごめんなさい
ね現象」という新語を形成した。そのため，
041247Cは「派生」の言語行動を取っている
といえる。
　次に，（13）を見られたい。

 （13） 020175ABCD： （7秒沈黙。）
　　　020176C： 何やろねー。
　　　020177ABCD： （5秒沈黙。）

これらは，テーマAでの熟議である。ここで
は，まず全員が7秒間沈黙している。そして，
Cが「何やろねぇ」と他の参加者に呼びかけ，

その後また全員が5秒間沈黙している。ここ
は，新語形成の熟議が行き詰っていて，次の
議論へ進めるための新たな情報を思索してい
る状態である。そのため，これらは「停滞」
の言語行動を取っているといえる。
　次に，（14）を見られたい。

 （14） 020575A：歩行時意気投合現象。
　　　020576D： あーなるほどね。（笑う。）
　　　020577A：  意気投合っていうか、なん

か違う。

これらは，テーマAでの熟議である。ここで
は，まずAが「歩行時意気投合現象」という
新語を提示し，Dがそれを「なるほどね」と
受け入れている。そのため，これは「賛成」
の言語行動と言える。それに対し，Aが「な
んか違う」と否定しており，これは「拒否」
の言語行動と言える。
　以上，他のものも含めて，本実験に現れた
言語行動をまとめると，以下のようになる。

　　賛成…………… 提案された新語に対する
肯定的な反応。

　　拒否…………… 提案された新語に対する
否定的な反応。

　　停滞…………… 議論を中断し，新語形成
に関する思索をしている
態度。

　　比喩…………… 議論のテーマとなってい
る行動を人物・物・事柄
などで例える。

　　引用…………… 小説や歌詞，人物が発言
したもの等を参考にす
る。

　　非母語化……… 母語（日本語）ではない
言語に変換する。または
その意志。
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　　オノマトペ化… 議論のテーマとなってい
る行動のオノマトペを抽
出する。

　　音声転換……… 同じ漢字の読みを別の読
み方に替える。

　　掛詞化………… 類似した音を持つ言葉に
変換して新語を作る。

　　複合…………… 複数の単語を組み合わせ
て一つの単語を形成す
る。

　　セリフ化……… 誰かに語りかけるよう
な，口語的表現を利用し
て新語を形成する。

　　省略…………… 文や単語を簡略化しより
短い単語を形成する。ま
たはその意志。

　　混成…………… 複合語の一部を組み合わ
せる。

　　同一化………… 複数の新語を同義の言葉
とみなして一つに分類す
ること。

　　派生…………… 特定の語を共有する新語
を複数形成する。

　　並び替え……… 複数の語で形成された新
語の要素となっている語
の順番を並び替る。

　　字形の選択…… 新語の表記をカタカナ，
平仮名，漢字のいずれか
から選択する。

　　概括…………… 他の言語行動に当てはま
らず，今までの会話や自
らの経験などから，議論
のテーマとなっている行
動の要点を簡潔な言葉で
まとめる。

　さらに，以上の言語行動はいくつかのグ
ループに分類できる。

　まず，セリフ化・複合・省略・派生・並び
替えは，語と語を組み合わせたり，あるいは
短くしたり，新語の文体を変えたり，複合語
の要素を並び替えたり，語を共有したりと
いった，語の形態を意識した言語行動である。
これらは「形態操作」というグループに分類
できる。形態論的な観点から設定しており，

「「語」という言語単位レベルで操作を行って
いる」と判断できる言語行動がこれに当たる。
　同一化・概括は，情報をまとめて一つの語
を形成する言語行動である。これは「統括操
作」というグループに分類できる。
　オノマトペ化・音声転換・掛詞化・混成は，
テーマの行動から擬音を抽出したり，類似し
ている，あるいは共通の音を意識するといっ
た，音声に関する言語行動である。これは「音
声操作」というグループに分類できる。
　比喩・引用・非母語化は，何かに例えたり，
文学や映像などのメディアから情報を持って
来たり，母語（日本語）以外の言語に変換し
たりといった，他の言語行動よりも情報探索
の範囲を広げて情報を得る言語行動である。
これらは「拡張操作」というグループに分類
できる。
　字形の選択は，新語の表記を平仮名・カタ
カナ・漢字から選択する言語行動である。こ
れは「表記操作」というグループに分類でき
る。
　以上の形態操作，統括操作，音声操作，拡
張操作，表記操作は，熟議の参加者が主体的
に新語を形成しようとする言語行動である。
つまり，これらの言語行動は，参加者が情報
を与える立場に立ったときに，その発言から
確認することができる。従って，「与え手の
言語行動」と言うことができる。
　一方，賛成と拒否の言語行動は新語の決定
に関わる言語行動であり，新語が出された後
に現れる反応である。つまり，提示された情
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報を受け取った際に現れる言語行動である。
従って，このような他者の発言の後に行われ
る言語行動のことを「受け手の言語行動」と
言うことができる。
　さらに，停滞の言語行動は，参加者全員が
新語形成に行き詰り，案を出すために思索し
ている言語行動である。これは，与え手や受
け手に関係無く，参加者全員がほぼ同時に行
う言語行動である。従って，「共同の言語行動」
と言うことができる。
　以上，上記の言語行動をまとめると，【表3】
のようになる。

5.1.3.�新語形成フェーズ
　本稿で取り扱う談話には，「新語を決める」
という一つの目的があり，それに向かって参
加者達は熟議を進める。そこで，新語の最終
的な決定までにある種の段階的な作業工程を
経ているのではないかと考え，それを表す新
たな談話単位として「新語形成フェーズ」と
いう単位を設定した。その定義は，「表態の
一まとまりで，新語の形成から決定に至るま
での工程。連続する複数の表態で表すことも
あれば，一つの表態で表すこともある。新語
形成における談話の構造を統括している動態
的な単位。」とする。話段と類似しているが，
話段は話題によって切り替わるとされている
が，新語形成談話は一つのフェーズに複数の

話題が含まれていることもある。話題ではな
く，新語形成における工程によって区切って
いる点で話段と新語形成フェーズは異なる。
　次に，（15）を見られたい。

 （15）030676C： 譲り合うというよりは
　　　030677B： うん、一歩引く。うん。
　　　030678A： うん。
　　　030679C：  どう考えても防御本能で避

けてるような気がするんだ
けど。

　　　030680AB： あー。
　　　030681D： 確かに。

　（15）は，テーマAでの熟議である。ここ
では，Cがテーマとなっている行動を，より
具体的に説明している。それに対し，A・B・
Dが同意している。この段階は，新語形成の
準備段階にあたり，テーマの内容をより具体
的に「認知」しようとしている。従って，こ
の「認知」を1つの工程，即ち新語形成フェー
ズと見なすことにする。
　次に，（16）を見られたい。

 （16）020080C： どれぐらいの文字かな？
　　　020081B： 一言とか？
　　　020082A： チャラララランくらい。
　　　020083BD：（笑う。） 

【表2】言語行動の分類

　　                                  形態操作・・・セリフ化・複合・省略・派生・並び替え

　　　　　　　　　　　　　　　　統括操作・・・同一化・概括

　　与え手の言語行動　　音声操作・・・オノマトペ化・音声転換・掛詞化・混成

　　　　　　　　　　　　         拡張操作・・・比喩・引用・非母語化

　　　　　　　　　　　　         表記操作・・・字形の選択

     受け手の言語行動・・・・・・・・・・・・・・賛成・拒否

     共同の言語行動・・・・・・・・・・・・・・・・停滞
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　　　020084C：  チャララランチャンチャン
みたいな。

　（16）は，テーマAでの熟議である。ここ
では，まずCが「どれぐらいの文字」なのか
という問いを参加者に発している。それに対
して，他の参加者が目安を提案している。こ
の段階も，新語形成の準備段階であり，これ
から形成していく新語の「枠組み」を決めて
いる。従って，この「枠組み」を新語形成フェー
ズと見なすことにする。
　次に，（17）を見られたい。

 （17）020397C： まねっこ現象。（笑う。）
　　　020398A： まねっこ現象。（笑う。）
　　　020399BD：（笑う。）
　　　020400C：  でもなんか、分かる。分か

るかもしんない。
　　　020401A： うん。み…ちー…。

　（17）は，テーマAでの熟議である。ここ
では，まずCが「まねっこ現象」という新語
を形成している。それに対しABDは笑う。
そして，Cが「分かるかもしんない」と肯定
的な発言をし，Aも「うん」と，それに同意
している。020397Cは，考案した新語を提案
している段階にあたる。そして，その後の
020398A～020401Aは，形成した新語がテー
マに相応しいか審議している段階である。
よって，これらの段階をそれぞれ「提案」「審
議」の新語形成フェーズと見なす。
　次に，（18）を見られたい。

 （18） 020577A：  意気投合っていうか、なん
か違う。

         なん…（Kに向かって）あ
と何分ですか？

　　　020578K： あと7分くらい。

　　　020579B： （笑う。）
　　　020580A：やばい。結構経ったな。
　　　020581C：  はっ。でも結構いけそうよ

ね。

　（18）は，テーマAでの熟議である。ここ
では，Aが実験の残り時間を気にする発言を
している。この段階は，これまでの会話の流
れから「脱線」しており，新語形成とは直接
的な関わりは無いが，熟議を構成する一つの
要素として捉える。よって，これを「脱線」
の新語形成フェーズと見なす。

　以上，新語形成フェーズをまとめると以下
のようになる。

　　認知…… テーマの内容について話し合っ
ている場面

　　枠組み… 形成する新語の語形や読み，
テーマを表現するのに相応しい
構成要素について話し合う場面

　　提案…… 考えついた新語を提示する場面
　　審議…… 提示された新語が相応しいか話

し合う場面
　　脱線…… 本題とは関係の無い話をしてい

る場面

　上述のように，新語形成フェーズは言語行
動とは異なるものとして仮定している。従っ
て，1つの新語形成フェーズが複数の言語行
動に対応する場合がある。これについては，
5.3.で述べる。

5.2.�新語形成フェーズの流れ
　新語形成フェーズは途切れることなく、そ
れぞれを行き来しながら常に連続している。
この連続にはある規則性が存在する。
　【表3】を見ると，新語形成フェーズは認知
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から始まり枠組みへと繋がっている。これは，
全ての実験データに共通することである。そ
して，この二つを行き来するというプロセス
を経て，提案が起きる。これは，新語を形成
するために必要な情報を収集するためという
意味があると考えられる。さらに，参加者同
士の共通理解を深めた上で新語を提示しなけ
れば混乱を招く恐れがあり，それを予防する
ためでもあるだろうと考えられる。つまり，
認知によるテーマの性質・特徴の理解と共有，
そして枠組みによる新語の語形，語種，読み
の選定といった段階を経てようやく提案が起
こるといえる。
　熟議の序盤は，認知や枠組みが繰り返し起
きることが多い。熟議が始まったばかりの状
態では，新語形成に必要な情報が少ないため、

情報の収集と共有を行わなければならない。
そのため，序盤に認知と枠組みに時間をかけ
ることとなる。
　熟議の終盤になると，情報量はある程度集
まっており，参加者間でも十分に共有できて
いる。また，新語も複数形成されている。情
報が十分に行き渡ると，これまで形成された
新語を振り返り，最終的な決定を行おうとい
う意識が参加者達に生まれるのだろう。その
ため，熟議の終盤には審議が増えるのだと考
えられる。しかし，どの程度で情報量が十分
に行き渡ったと考えるかは，グループによっ
て異なると考えられる。

5.3.�言語行動と新語形成フェーズの結びつき
　各新語形成フェーズには，それぞれ結びつ

【表3】実験開始直後の新語形成談話

【表4】実験終盤の新語形成談話
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きの強い言語行動が存在する。
　【表5】は，テーマAでの会話である。こ
こでは，テーマAと曲の歌詞を関連づけて
新語を形成しようと考えている場面である。
020125Cで歌っていることからも確認でき
る。テーマと歌詞をリンクさせて考えている
ことから，これは認知のフェーズであり，引
用の言語行動を取っているといえる。
　認知は，主に実体験に基づいて議論のテー
マとなっている行動の特徴や性質を探し，そ
れらを分かりやすく参加者どうしで共有する
展開である。引用は，自らが体験した，ある
いは見聞きした物事からしか情報を持ってく
ることはできない。そのため，引用の言語行
動は認知と関わりが強いのだと考えられる。
　【表6】は，比喩によってテーマAと反復横
跳びの動きを関連づけ，新語形成に必要な構

成要素を提示している場面である。よって，
これは枠組みのフェーズであり，比喩の言語
行動を取っているといえる。
　【表7】は，テーマAに含まれる「歩く」と
いう成分を英語に変換し，新語形成に必要な
要素を探している場面である。そのため，こ
れは枠組みのフェーズであり，非母語化の言
語行動を取っているといえる。
　【表8】は，テーマAでの会話である。「思
いやり」に続く言葉を探しており，テーマの

「避ける」という動きから，「サッサッ」とい
うオノマトペを抽出している。そのため，こ
れは枠組みのフェーズであり，オノマトペ化
の言語行動を取っているといえる。
　【表9】は，4.1.1.の（9）で述べた通り，音
声転換となる。また，新語の読みに関する会
話であるため，これは枠組みのフェーズであ

【表5】認知の新語形成フェーズと引用との結びつき

【表6】枠組みの新語形成フェーズと比喩との結びつき

【表7】枠組みの新語形成フェーズと非母語化との結びつき

【表8】枠組みの新語形成フェーズとオノマトペ化との結びつき
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る。
　【表10】は，4.1.1.の（8）で述べた通り，省
略となる。 これは，新語の語形に関する会
話であるため，枠組みのフェーズとなる。
　【表11】はテーマAでの会話である。020 
726B～020728は，これ以前に形成した「歩
行時まねっこ現象ササッ」の「ササッ」とい
うオノマトペの表記を半角にするかどうか話
し合っている。新語の表記についての会話で
あるため，これは枠組みのフェーズであり，
字形の選択の言語行動を取っているといえ
る。
　枠組みは，どんな言葉を使って新語を形成
するか，また，新語の読みをどうするかを話
し合う展開である。そのため，何かに例えて

構成要素を提示する比喩であったり，語形や
語種，読みに関わる非母語化・オノマトペ化・
音声転換・省略・字形の選択といった言語行
動をよく使用するのだろうと考えられる。２

　【表12】は，テーマBでの会話である。060 
597Dは，新語を提示しているため，提案の
フェーズとなる。形成された新語は，「索敵」
と「癖」の二つの単語を組み合わせて新語を
形成している。そのため，これを複合とする。
　【表13】は，テーマAでの表態である。こ
れは新語を提示している場面であるため，提
案のフェーズとなる。ここでは，以前に形成
された「相互回避現象」「お前もか現象」と
いう2つの新語が，同一の意味をもった言葉
だと認めている。そのため，これを同一化と

【表9】枠組みのフェーズと音声転換との結びつき

【表10】枠組みの新語形成フェーズと省略との結びつき

【表11】枠組みの新語形成フェーズと字形の選択との結びつき

【表12】提案の新語形成フェーズと複合との結びつき

【表13】提案の新語形成フェーズと同一化との結びつき
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する。
　【表14】は，テーマBでの会話である。070 
171Cは，新語を提示しているため，提案の
フェーズとなる。で形成された新語は，「そ
こにいるの」という日常会話でよく用いられ
る言語表現を用いて新語を形成している。そ
のため，これをセリフ化とする。
　【表15】は，テーマAでの会話である。041 
247Cと041253Bは新語を提示しているため，
提案のフェーズとなる。また，4.1.1.の（11）
で述べた通り，派生となる。
　【表16】は，テーマAでの会話である。020 
711Cと020715Dは，新語を提示しているた
め， 提 案 の フ ェ ー ズ と な る。020715Dは，
020711Cの「歩行時ササッまねっこ現象」の
文中にある「ササッ」を語末に移動させてい

る。そのため，これは並び替えの言語行動を
取っているといえる。
　【表17】は，テーマBでの会話である。070 
613Cと070616Cは，新語を提示しているため，
提案のフェーズとなる。それぞれ形成された
新語は，以前に行われた「テーマの行動は夜
道を歩いている際に起こる」という話し合い
に基づいている。これは，テーマの特徴を簡
潔にまとめて新語を形成している。そのため，
これらを概括とする。
　複合・同一化・セリフ化・派生・並び替え・
概括の言語行動は，提案で現れることが多
い。つまり，これらは新語を提示してようや
く確認できる言語行動であると言える。この
ことから，これらの言語行動は，これまでの
熟議によって得られた情報を利用して行われ

【表14】提案の新語形成フェーズとセリフ化との結びつき

【表15】提案の新語形成フェーズと派生との結びつき

【表16】提案の新語形成フェーズと並び替えとの結びつき

【表17】提案の新語形成フェーズと概括との結びつき
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るものだということがいえるのではないだろ
うか。つまり，既出の認知と枠組みを総括し，
新語を形成する言語行動だといえる。
　以上のことから，比喩・引用・非母語化・
オノマトペ化・音声転換・省略・字形の選択
は新語形成のための情報源にもなるもので，
複合・同一化・セリフ化・派生・並び替え・
概括は，これまでの段階で出された情報に基
づいて行われる言語行動であるといえるだろ
う。
　【表18】は，「空目」という新語に対する評
価をしているため，審議のフェーズとなる。

「空目」という言葉は既に存在している語で
あるが，参加者が知らなかったため新語と認
定した。
　071202A～071207Dは，「好き」や「言い
やすい」などの肯定的な反応を示している。
そのため，これらは賛成とする。それに対し，
071208C～071210Aは「空目」という単語が
既に存在しているのではないかと危惧してお
り，やや否定的な反応を示している。そのた
め，これを拒否とする。
　審議では，形成された新語がテーマに相応
しいかを話し合う展開である。そのため，肯
定や否定を表す賛成や拒否の言語行動との結
びつきが強い。これは当然の帰結だろう。

5.4.�停滞による切り替え
　停滞の前後で新語形成フェーズの切り替え
が起こることが多い。特に、認知または枠組

みから提案または審議に、審議から認知また
は枠組みに移行するときに、きっかけとして
現れることが多い。その例を、以下に提示す
る。
　認知と枠組みは，新語の形成工程にあたる
フェーズである。それに対し，提案と審議は
形成工程を経た後に現れるフェーズである。
つまり，停滞という言語行動は，「新語を形
成するまでの過程に関する議論」と「形成さ
れた新語に関する議論」との切り替えの際に
現れるといえる。別の議論に移行するために
は，新たな情報を提示する必要がある。停滞
は，個々人が新語形成に関する様々な思索を
行い，情報を詮索している状態だと考えられ
る言語行動である。これまでの議論によって
得られた他の参加者の意見に基づいて熟考す
ることで，個人の中で新たな解釈が生まれる
のだと考えられる。そのため，停滞の直後に
フェーズの切り替えが起きるのではないだろ
うか。
　あるいは、停滞によって「新たな議論へ移
行する」という合図を示しているとも考えら
れる。停滞は熟考を示す言語行動でもあるが，
それと同時に議論の行き詰まりを表す言語行
動でもある。そのため，その状態を打破する
ために，新たな話題で議論を進めようという
意識が参加者達の中で生まれているのかもし
れない。しかし，これはまだ推測の域を出て
いないため，今後も調査と分析を行っていく。

【表18】審議の新語形成フェーズと賛成・拒否との結びつき
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【表21】停滞による新語形成フェーズの切り替え

【表20】停滞による新語形成フェーズの切り替え

【表22】停滞による新語形成フェーズの切り替え
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６．まとめ
　本稿では，熟議という言語実験方法を用い，
表態と新語形成フェーズという談話単位を設
定し，その熟議の構造を把握することで，新
語を形成するプロセスも把握することができ
た。その結果として，新語形成における談話
は必ず認知から始まり，その後に枠組みを経
て提案へと繋がるということがわかった。こ
れは，新語を形成する前にそのための情報を
収集するためと考えられる。新語形成談話の
構造を図に表すと以下のようになる。

　「…」は，表態や新語形成フェーズが連続
して現れることを示している。
　また，認知は新語の経験に関わる言語行動
と，枠組みは新語の語形や語種，読みに関わ
る言語行動と，提案は認知と枠組みを総括す
る言語行動と，審議は新語の決定に関わる言
語行動との結びつきがそれぞれ強いことが分
かった。これらの結びつきを図で表すと以下
のようになる。
　【図2】では，分類したカテゴリそのものと
の結びつきが強いものは実線で，個別の言語
行動と結びつきが強いものは点線で示してい
る。
　また，停滞の言語行動は新語形成フェーズ
の切り替えの際に多く現れ，これは「新語を
形成するまでの過程に関する議論」と「形成
された新語に関する議論」との切り替えのス
イッチとなっているともいえる。

７．おわりに
　本稿では，熟議という独自の実験方法を用
いて新語が形成される段階を観察した。この
ような実験的な研究はこれまで行われていな
かったため，新語研究や語形成研究において，
意義のある結果となったのではないだろう
か。また，方法論においても，熟議という方
法を用いることで，これまで表には出て来な

【表23】停滞による新語形成フェーズの切り替え

【図1】新語形成談話の構造
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かった形成パターンを確認できる可能性があ
り，熟議参加者が行う形成パターンや新語の
取捨選択を観察できるのではないかと考えら
れる。しかし，本稿ではそこまで扱えなかっ
た。
　また，新語研究で扱われる伝播や廃語化と
いう問題については，本研究での実験方法で
は取り扱えないという問題点がある。また，
この実験方法が「実際の言語社会での新語形
成のプロセスに即しているか」という問題に
ついては曖昧性が残る。しかし，新語形成プ
ロセスを観察するには，実際の自然談話を観

察することが最も適した方法だと考えられる
が，それを実行することは不可能に近いた
め，今回の実験のように限りなく自然談話に
近い談話を観察するしかないだろうと考えて
いる。そのため，この実験方法が現段階で考
え得る最も適した方法なのではないかと考え
ている。今後の課題として，より適した実験
方法がないか熟考していく。
　これらの他にも，参加者の性別や年齢など
の社会的な問題を扱っていないなどの問題点
もあるため，今後も同様の言語実験を行い，
分析を進めていきたい。

【図2】言語行動と新語形成フェーズの結びつき
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注
１　参加者の属性について，今回は考慮していな

い。性別や出身地などの属性が談話に影響す
ると考えられるが（cf. 井上（2014）），本稿で
は扱わない。

２　SNSの普及により，新語は音声言語のみで扱
われるものではなく，文字言語としても扱わ
れる機会が増えてきている。そのため，語種
や語形の選択は，新語の見た目も意識して行っ
ているのではないかと推察している。表11に
おける「020727D：半角カタカナ。（笑う。）」
からも窺うことができる。しかし，分析・考
察が不十分であるため，今後の課題とする。 
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